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　７月22日、大分市に「田尻小学校通
学路法面の安全対策について」の要望を
該当する校区の自治会長と一緒に行いま
した。
　昨今の気象変動による集中豪雨等で多
くの地域で死者、行方不明者等、大災害
が発生しています。この場所は、「大分市
ハザードマップ」によると土砂災害危険
区域に指定されており、今後、台風・地
震等による土砂崩壊の恐れもあり、早期
に安全対策をする必要があることから要
望を行いました。

　先日「本宮山の山肌が見えて

いて、樹木がなくなっているけ

ど、自然災害か何か開発行為を

行っているのではないか。」との

質問があった。調べてみると林

野庁が行っている「公有林野官

行造林制度」により伐採してい

ることがわかった。

　公有林野官行造林制度とは、

国と土地所有者との契約によっ

て国が植林し一定期間育て、成

林後に木を販売して、その収益

（販売代金）を国と土地所有者で

あらかじめ契約した一定の割合

で分収する制度です。
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通学路の安全対策について要望しました

市民からのお尋ね
～ 本宮山の山肌が見えている!? ～
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９月議会

仕切り板をしての議会（会議室の後方から）

　９月１日～２５日までの間、９月議会
が開かれました。９月議会は、補正予算
などの議案と昨年度の決算の審査も行い
ました。

補正予算　６１億７,８００万
＝ 新型コロナウイルス感染症と豪雨災害の関連 ＝

補正予算
◎PCR検査拡充事業・・・５,０００万円              　
現在の検査に加え、唾液の検査も導入し、午前中も行うなど検査を拡充します。
◎新型コロナウイルス感染症対策機器導入支援補助金・・・１億１,０００万円
宿泊や観光施設、公共交通機関などで、サーモグラフィや滅菌装置などの購入に、５分
の４（上限あり）の補助します。
◎中小企業競争力強化支援事業補助金・・・７,０００万円
広告用チラシ作成やネット販売構築、対策機器購入
などに補助をします。
◎指定管理業務委託料・・・７,８００万円
指定管理者が管理運営している市有施設が、感染症の
ため自粛し減収になったため委託料の追加計上です。
◎超高速ブロードバンド整備事業
・・・７億４,５００万円
市内全域に超高速ブロードバンド環境を整備します。
◎教育用ICT環境整備事業
・・・３１億８００万円        
市内児童生徒に１人１台のタブレット端末と校内通信ネットワーク整備します。
◎７月豪雨災害関連・災害復旧費・・・５億２００万円
７月の豪雨で被害を受けた道路、河川、農林水産施設の復旧の費用です。
◎企業立地促進助成金（追加）・・・９億７,８００万円（一部、債務負担）
今回助成を受ける企業が２０社ほどあります。雇用の拡大を図ります。

コンパルホール

一般議案

◎市こころをつなぐ手話言語条例の制定
市民が、手話を大切にし、手話を必要とする人が安心して暮らせ、お互いを尊重できる
地域社会の実現をめざします。

◎市印鑑条例等の一部改正
印鑑登録証明書などの現在の自動交付機を廃止し、マイナンバーカードによる多機能端
末機（コンビニなどに設置）に替えます。
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【意　見　書】

◎新型コロナウイルスによる地方財政悪化に対して地方税財源の確保を求める意見書 
コロナ禍によって地方財政悪化に対して地方税などの確保を求めます。

〈我が会派から提出したが採択されなかったもの〉
◎PCR検査等の拡充を求める意見書                
PCR検査等の拡充し、検査の幅広い実施を求めるものです。
◎被災者生活再建支援法の改正を求める意見書
法を改正し、被災者生活再建支援の金額や補助率を引き上げることを求めます。

次の意見書が採択され、関係機関へ送付されました。

◎市職員特殊勤務手当支給条例の一部改正                    
　新型コロナ感染症に対処した職員の特殊勤務手当の特例措
置をします。

◎市立幼稚園条例の一部改正
市の方針の廃園基準に基づき、東大分幼、南大分幼、賀来幼、
敷戸幼の４園を廃止します。（廃園基準：３年連続１４人以
下、２年連続９人以下など）

廃止される交付機

　２０１９年度の決算の審査を行い、承認しました。また、１５の事務事業評価（右下表）も行い
ました。なお、決算審査委員会の副委員長には甲斐高之議員が就任しました。

【決算審査】

　２０１９年度の一般会計と特別会計の歳入総額は２,７８１億４,７３０万円で歳出
総額は２,７３６億８,９００万円です。翌年度へ繰り越すべき財源６億４１２万円を
引いた実質収支は３８億５,４２０万円の黒字ですが、２０１８年度より３０億円ほ
ど減っています。
　一般会計の歳入総額１,８２４億２,８９０万円
のうち、市税など自主財源は５１.６％でありま
すが、前年度に比べ１.８％減になっています。
一般会計の歳出は総額１,８００億９,６００万円
であり、義務的経費（扶助費、公債費〔借金の返
済金〕、人件費）は１,０４０億７,５００万円で
前年比４２億８７００万円の増です。
　財政の健全さを見る財政指標では、行政運営の
費用を自己財源で賄える割合である財政力指数は
０.９０４で前年度より０.００１向上しています
が、公債費比率は９.９%で０.５%の増、義務的
経費の占める割合である経常収支比率は９５.
１％で前年度より１.５％上昇し、財政の硬直化
がさらに進んでいると言えます。市の借金である
市債残高は１,６９７億９,７２５万円で前年度よ
り１８億７,３９８万の減で市債減の努力も伺え
ます。

評価
結果

地 域 づ く り 交 付 金 事 業
豊 予 海 峡 ル ー ト 推 進 事 業
オリンピックパラリンピック強化選手支援事業
病 児 保 育 事 業 委 託
養 育 支 援 訪 問 事 業
市 立 幼 一 時 預 か り 事 業
未 来 自 分 創 造 資 金
いじめ不登校未然防止対策
コンピュータ機器借り上げ
地 積 調 査 業 務 委 託
鉄 道 残 存 敷 整 備 活 用 事 業
耐 震 改 修 促 進 事 業
ファーマーズカレッジ事業
有機農産物認証推進支援事業
創 業 者 応 援 事 業 補 助 金

継続
拡充
継続
継続
拡充
継続
拡充
継続
継続
拡充
継続
継続
継続
継続
継続

事　業　名

【事務事業評価の結果】
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投票率の向上に向けて
～ 市長等に提言書を提出 ～

　平成31年４月に行われた県知事、県議

会議員選挙や市長選挙において、投票率

が過去最低水準に低下する等、選挙の投

票率が年々低下している背景を踏まえ、

その現状を改善するため、令和元年７月

16日、議員政策研究会全体会議において、

政策課題を「投票率の向上対策」に決定

し、投票に行きやすい環境づくりなど投

票率の向上のために有効と考えられる取

り組みについて市長への提言をめざすこ

ととし、市民目線に立った調査研究を

行ってきました。

　この度、約１年２か月に及ぶ調査研究

により、投票率の向上対策に関する提言

書を取りまとめ、市長、大分市選挙管理

委員会委員長に提出しました。

 １ まちづくり説明会
 ３ 推進チーム会議
 ２０ 議員政策研究会役員会議
 ２２ 大分市要請
 ３０ 議会運営委員会、議員政策研究会全体会

 ６ 第２回 大分市議会臨時会
 ７ 田尻南通学路現地調査（立ち合い）
 １７ 総務常任委員会
 ２０ 推進チーム会議

 ２５ 議会運営委員会
 ３１ 推進チーム会議

 ３ 議会運営委員会
 ４ 議会運営委員会
 １１ 総合交通対策特別委員会
 １４ 議会運営委員会　　
 １５ 広報委員会
 ２５ 「投票率の向上対策」に関する提言書提出
 ２６ のつはる天空広場完成式典
  西部地区防災会議

たかのクン走る
7月

8月

9月

18歳が最も高い
18歳（確定）
19歳（確定）
20歳代（※推定）
全体（確定）
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▲
　
■
◆

H28参議
（選挙区）

H29市議 H29衆議
（小選挙区）

H31県知事 H31市長 R1参議

市長等、関係者との意見交換


